
初めて参加した⼩学1年⽣の意⾒
・つかわないへやのでんきはけします。

・市⺠、事業所、⼩中⾼⽣と家族のみなさんなど合計7,408⼈参加。 ・ちきゅうをまもりたいとおもいます。
・二酸化炭素約740kgの排出を防ぐことができました。 ・じぶんができることはしようとおもいました。
・中間市全世帯約2万世帯が約70分間消して防いだ排出量に相当。 ・でんきやみずをたいせつにします
・この740kgを１日で杉の木が吸収するには約19,400本が必要と ・まいにちごはんをのこさないでたべるのをがんばります。

⼩学⽣の意⾒
・ごみをぶんべつしてごみをへらします。
・これから毎日わたしにできるエコをつづけていきたいです。
・テレビゲームをしないようにそとであそんだ。
・みんなをやさしくする⼈になりたいです。
・やっちゃれエコライフで、エコのことがよくわかりました。
・地球のため未来のため、この活動をコツコツと続けていきたい。
・地球の環境のためにみんなが毎日気をつけないといけないのだなぁと思いました。
・これからも家族と協⼒して少しでも二酸化炭素が減るようにがんばっていきたいです。
家族の意⾒
・家族で地球温暖化が進んでいることについて話し合いました。
・子どもたちと一緒にする事で楽しくエコに取りくむ事が出来ました。
・みんなの意⾒を読んで⼩学1年⽣が環境のことを考えて⽣活をしているコトを知りとても驚いた。
・明日からも皆でお互い気をつけ会っていきたいと思います。
・毎年やっちゃれエコライフで⽣活を⾒直す事が出来ます。
・みんなで⼒を合わせてエコに取り組めば環境にも良く地球にも優しくなると⾔う事を子どもと話しました。
・こういう実施⾏事があると家族全員が意識し合い、⾊々⾒直す点が⾒えてくるので、とてもいいと思います。
⼀般の意⾒
・今年は⾃治会でも取り組み、中間市全体にエコの意識が広まっているんだなぁと嬉しくなりました。
・ゴミのルールに毎回したがうことがエコになるとはじめて知りました。今後も気を付けたいと思います。
・この活動が定着してきたように感じます。”継続”、ともに頑張りましょう。地球のために、私たちのために。
・エコについて考えるいい機会になりました。続けていくことが⼤切なことと改めて感じました。
・エコライフ10回⽬の節⽬にもう少し気を付けられる努⼒をしようと思いました。
・毎回記⼊しているが、こうやって一⼈ひとりの⾏動が集まって中間市⺠の運動となれるのは素敵だなと思います。
・CO2について家族と話し合い家の中にもたくさんのムダづかいをしてたり、もったいないことをしてたことに
 気づくことができました。

主 催 ： 中間市民環境会議　なかまの環境を良くする会 後 援 ： 中間市、中間市教育委員会 協 賛 ： 福岡県地球温暖化防止活動推進センター　

特別協賛 ： 北九州市立大学国際環境工学部二渡研究室 問い合わせ先 ： なかまの環境を良くする会事務局 （中間市 環境保全課） 093-246-6265〔直通〕

市⺠のみな様、中間市内全⼩学校（6校）全中学校（4校）、北九州
⾼等学園、希望が丘⾼校、中間⾼校、国交省遠賀川河川事務所中間
出張所、 福岡県宗像・遠賀保健福祉環境事務所、中間市役所、中
間・遠賀リサイクルプラザ、イオンなかま、イオン直方、底井野郵
便局、筑豊電気鉄道、東罐マテリアル、豊⽥パン、深江⼯作所、福
岡銀⾏中間⽀店、藤津薬局、 中間市⾃治会連合会、中間市環境衛⽣
協議会、中間市⽼⼈クラブ連合会、中間市婦⼈会、中間ライオンズ
クラブ、中間市ボランティア連絡協議会、中間市シルバー⼈材セン
ター、 中間市⽂化団体連合会、混声合唱団もみの木、⼥性合唱団ド
レミ、中央公⺠館サークル（書道A、洋裁＆リフォーム、⽔彩画、ス
テンドグラス、朗読の会、他）、洋裁サークル、⼥性ネット、国際
ソロプチミスト中間、中間市子育て⽀援キューピー、中間ほたる・
メダカの会、中間市EM普及会、中間市食⽣活改善推進会、他

※ホームページで他にもたくさんの感想・意見を紹介しています。　やっちゃれエコライフ2015 検 索
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なります。
やっちゃれエコライフ2015集計結果表


